
 

 

 

 

 

2020 年 10 月 13 日  

 

博報堂、若者とシニアの両極世代の対話を通じて“未来解”を生み出す 

オンライン対話型ワークショッププログラム「両極会議」の提供を開始 

 

株式会社博報堂（東京都港区、代表取締役社長：水島正幸）は、若者とシニアという両極の世代の対話を通じ

て、未来の社会に向けた新たな視点を発見し、企業活動における“未来解”を生み出すオンライン対話型ワークショ

ッププログラム「両極会議」の提供を開始いたします。 

 
生活者のニーズが多様化、複雑化し、既存の商品やサービスに対する需要が変化する中、多くの企業はさらなる成

長を目指し新しい商品やサービス、事業の発想が求められています。その際、これからの時代の主役となる若者世代

や、急増するシニア世代のニーズを理解し取り入れていくことは不可欠です。 

しかし、企業のメインプレイヤーである 30～40 代を中心とした中間世代からは、若者やシニアのインサイト（潜

在的な意識・欲求）は見えづらく、中間世代のみでこれからの市場に求められる商品やサービスのアイデアを発想す

ることは難しくなっています。 

 

こうした背景のもと、博報堂において、若者の意識を研究し新たな暮らしの兆しとその可能性を探求する「若者研

究所」と、シニア世代の消費行動やライフタイルを研究する「新大人研」という二つの研究組織の知見とネットワー

クを掛け合わせて、若者とシニアの対話を通じて新しい視点やインサイトを発見するワークショッププログラム「両

極会議」を開発しました。当面の間、WEB 会議システムを活用しオンラインで実施いたします。 

 

企業において課題となるテーマを若者とシニアに投げかけ、両世代がテーマについてオンライン上でじっくり対話

し意見をぶつけ合うことで、無意識に抱いていたお互いの考えが引き出され、新たな視点や世代間の接合点が浮かび

上がってきます。トレンドに敏感で常に新しいものを取り入れる若者と、様々な経験を重ねてきたシニアの両極の世

代の共通点や相違点を明確化し、両世代のインサイトを深く掘り下げ、分析することで、世代を問わず未来の社会に

向けた新たな視点や機会を見つけていきます。そして、それらの視点を、企業の実際の事業活動における“未来解”と

してブラッシュアップし、具体的な新商品・サービスや事業の開発に活かしていきます。 

なお本プログラムは、長年にわたり数多くのワークショップを手掛け、ファシリテーションの知見とスキルを有す

る博報堂の専門組織「博報堂ブランド・イノベーションデザイン」のコンサルタントが設計・進行を行い、両世代の

インサイトから未来における新しい視点や機会を見出します。 

 

博報堂は今後も、「生活者発想」の理念のもと、未来の社会に新たな価値を生み、企業の持続的な成長を支援して

まいります。 



 

■「両極会議」の流れ 

※当面の間、WEB 会議システムを活用してオンラインで実施いたします 

※対話に参加する「若者」は 10 代後半～20 代、「シニア」は 60 代以降の方です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社博報堂 広報室 玉・山野  koho.mail@hakuhodo.co.jp  03-6441-6161 

事後WSでは新たな視点や機会領域を元に、 

未来に向けた新商品/サービス/事業の開発に活かす。 


